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記者のつぶやき　静かに…感じてみよう

　共感覚研究のサイトゥイックさんは、静けさを尊ぶ日本文化に関心を強めている。芭蕉の句「鐘消えて花の香は撞（つ）く夕べかな」も、音と香りの共感覚とのこと。

　「東京は騒がしいですが－」と聞くと、「確かにそうだが、アメリカでは静寂は否定的にとらえられ、刺激によって埋めなくてはならないように考えてしまう。香でも茶でも、静けさを強めるようなところがあって、それがいい」と話していた。

　共感覚の入り口は静かなめい想にあるのだという。雑音やスピードにあふれた世の中で、われわれにはいつのまにか感じられなくなり失ってしまったものも多いと思う。　（Ｙ）




